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は
じ
め
に

伊
立
勲
（
一
八
五
六
～
一
九
四
二
？
）
は
も
と
清
末
の
官
僚
で
、
光
緒
末
頃

に
江
蘇
無
錫
の
知
県
を
務
め
、
中
華
民
国
成
立
後
は
上
海
で
売
字
を
生
業
と
し

た
人
物
で
あ
る（

（
（

。
彼
は
、
清
時
代
中
期
に
活
躍
し
新
奇
な
書
風
を
創
出
し
た
と

評
価
さ
れ
る
書
家
・
伊
秉
綬
（
一
七
五
四
～
一
八
一
五
）
の
後
裔
に
あ
た
る（

（
（

。

伊
立
勲
の
書
は
在
世
当
時
か
ら
人
気
を
博
し
た
よ
う
で
、
中
華
民
国
初
期
に
発

行
さ
れ
て
い
た
『
新
聞
報
』
の
題
字
に
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
肉
筆
作
品

が
多
く
流
通
／
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る（

（
（

。

伊
立
勲
は
あ
ら
ゆ
る
書
体
を
得
意
と
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
隷
書
、
特
に
漢

時
代
に
行
わ
れ
た
「
漢
隷
」
を
得
意
と
し
た
と
伝
わ
り
、
そ
れ
は
伊
秉
綬
の
遺

風
を
継
承
す
る
も
の
と
評
さ
れ
る（

（
（

。
一
方
、
他
の
書
体
に
つ
い
て
の
記
述
は
少

な
い
が
、
伊
立
勲
が
孫
過
庭
（
六
四
八
？
～
七
〇
三
？
）
の
《
書
譜
》
を
臨
書

し
た
も
の
が
掃
葉
山
房
よ
り
出
版
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
草
書
を
学
ぶ
と
き
に
《
書

譜
》
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る（

（
（

。
だ
が
先
述
の
通
り
、
伊
立
勲

の
書
に
つ
い
て
は
、
伊
秉
綬
の
書
を
受
け
継
い
で
い
る
と
評
さ
れ
る
隷
書
作
品

に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
管
見
の
限
り
、
草
書
作
品
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

た
こ
と
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
書
体
を
越
え
て
通
底
す
る
、
伊

立
勲
の
書
に
お
け
る
造
形
的
特
質
に
つ
い
て
も
、
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
伊
立
勲
の
書
に
ど
の
よ
う
な
造
形
的
特
質
が
あ
る
の
か
を
、

《
書
譜
》
臨
書
作
品
の
分
析
に
よ
り
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
章
で
、
観
峰
館
が
所
蔵
す
る
伊
立
勲
の
書
を
整
理
し
、
当
館
収
蔵
品
の

七
割
以
上
が
篆
／
隷
書
作
品
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
分
析
対
象
と
な

る
孫
過
庭
《
書
譜
》
の
臨
書
作
品
を
抽
出
し
紹
介
す
る
。
第
二
章
で
《
書
譜
》

を
臨
書
し
た
作
品
を
取
り
上
げ
、
書
か
れ
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、

真
蹟
本
と
の
比
較
分
析
を
行
い
、
伊
立
勲
の
臨
書
作
品
は
、
速
書
き
の
書
体
で

あ
る
草
書
で
あ
り
な
が
ら
楷
書
の
よ
う
な
安
定
感
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。
第
三
章
で
、
中
華
民
国
期
に
出
版
さ
れ
た
《
書
譜
》
を
取
り
上
げ
、
伊
立

勲
在
世
時
に
様
々
な
複
製
法
に
よ
る
《
書
譜
》
が
存
在
し
て
お
り
、
真
蹟
本
の

書
風
を
窺
え
る
資
料
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
伊
立
勲
の
臨

書
作
品
は
手
本
と
し
た
《
書
譜
》
の
「
言
葉
」
と
「
形
」
に
相
反
す
る
よ
う
な

表
現
だ
と
指
摘
す
る
。

以
上
の
手
続
き
に
よ
り
、
伊
立
勲
の
書
に
お
け
る
造
形
的
特
質
と
は
、
紙
面

に
お
け
る
文
字
の
配
置
構
成
／
字
形
／
線
質
の
点
で
、
い
か
な
る
書
体
で
あ
っ

て
も
強
烈
な
安
定
感
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
は
大
量

生
産
に
適
し
た
書
風
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
一
章　

観
峰
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
の
作
品

本
章
で
は
、
議
論
に
先
立
ち
、
観
峰
館
が
収
蔵
し
て
い
る
伊
立
勲
の
書
を
整

伊
立
勲
の
書
に
お
け
る
言
葉
と
形

―
孫
過
庭
《
書
譜
》
の
臨
書
作
品
を
中
心
に

―

根
　
來
　
孝
　
明
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理
し
て
お
こ
う
。
第
一
節
で
観
峰
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
の
作
品
全
体
を
整
理

し
、
ど
の
よ
う
な
書
体
／
書
風
の
作
品
が
多
い
の
か
を
確
認
す
る
。
第
二
節
で

伊
立
勲
に
よ
る
孫
過
庭
の
《
書
譜
》
臨
書
作
品
四
点
を
抽
出
し
紹
介
す
る
。

第
一
節
　
観
峰
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
の
作
品

観
峰
館
で
は
、
収
蔵
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
公

開
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
収
蔵
し
て
い
る
中
国
書
画
を
中
心
と
し
て
、
現

在
約
四
千
件
の
作
品
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
伊
立
勲
の
作
品
も
含

ま
れ
て
い
る（

（
（

。
た
だ
し
、
近
年
の
収
蔵
品
調
査
に
よ
っ
て
新
た
に
確
認
さ
れ
た

伊
立
勲
の
作
品
も
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。

本
章
で
は
、
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
未
公
開
の
も
の
も
含
め
て
、
観
峰
館
が

収
蔵
し
て
い
る
伊
立
勲
の
書
画
を
整
理
し
て
お
こ
う
【
表
１
】。（
一
）
は
臨
書
作
品
、

（
二
）
は
倣
書
／
集
字
作
品
、（
三
）
は
自
運
作
品
を
掲
載
し
た
。（
一
）
と
（
二
）

は
全
て
の
作
品
に
制
作
年
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
従
っ
て
配
列
し
た
。

（
三
）
に
つ
い
て
は
一
部
の
作
品
に
つ
い
て
制
作
年
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
Ａ　

制
作
年
の
明
ら
か
な
も
の
／
Ｂ　

制
作
年
不
詳
に
分
類
し
、
Ｂ
に
つ
い
て
は
目

録
番
号
の
順
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
合
作
や
肉
筆
で
は
な
い
作
品
に
つ
い
て
は
、

（
四
）
そ
の
他
に
ま
と
め
た
。

観
峰
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
の
作
品
は
全
四
八
件
に
お
よ
び
、
㉚
《
隷
書
八

言
対
聯
》
と
㊲
《
行
書
軸
》
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
中
華
民
国
成
立
後
に
制

作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
辛
亥
革
命
が
起
き
た
宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）、
伊

立
勲
は
五
五
歳
で
あ
っ
た
。
観
峰
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
の
作
品
は
、
彼
が
中

華
民
国
三
一
年
（
一
九
四
二
）
八
六
歳
ま
で
の
お
よ
そ
三
〇
年
間
に
制
作
し
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
書
体
別
の
分
類
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
最
も
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
書
体
が
篆
書
で
、
全
四
八
件
の
内
二
四
件
を
占
め
る
。
次
い
で
多
い
の

が
隷
書
で
一
五
件
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
館
収
蔵
品
の
七
割
以
上
が
篆
／
隷
書

作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
、（
一
）
臨
書
作
品
と
（
二
）
倣
書
／
集
字
作
品
で
対
象
と
な
っ
て
い

る
作
品
に
つ
い
て
、
書
体
ご
と
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

篆
書
作
品
は
中
華
民
国
七
年
（
一
九
一
八
）
制
作
の
③
《
篆
書
臨
石
鼓
文
軸
》

を
除
く
す
べ
て
が
、《
泰
山
刻
石
》
や
《
会
稽
刻
石
》
な
ど
の
秦
時
代
に
制
作

さ
れ
た
刻
石
を
臨
書
あ
る
い
は
倣
書
／
集
字
の
対
象
と
し
て
お
り
、
小
篆
に
よ

る
作
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
隷
書
体
は
《
西
狭
頌
》《
魯
峻
碑
》《
校
官
碑
》

な
ど
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
原
本
は
後
漢
時

代
に
刻
さ
れ
た
石
碑
で
あ
る
。
草
書
は
臨
書
作
品
五
点
の
み
だ
が
、
内
四
点
が

《
書
譜
》
の
臨
書
で
あ
る
。
一
点
の
み
明
の
周
天
球
（
一
五
一
四
～
九
五
）
を

臨
書
対
象
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
作
品
を
手
本
と
し
た
の
か
判
然
と

し
な
い
。
行
書
作
品
は
臨
書
一
点
の
み
で
、
元
の
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
〜
一
三

二
二
）
を
臨
書
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
落
款
に
作
品
名
が
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
本
文
か
ら
《
洛
神
賦
》
の
臨
書
と
思
わ
れ
る
。
楷
書
作
品
は
臨
書
四
点

中
、
唐
の
欧
陽
詢
（
五
五
七
〜
六
四
一
）《
九
成
宮
醴
泉
銘
》
の
臨
書
が
一
点
、

顔
真
卿
（
七
〇
九
〜
七
八
五
）《
多
宝
塔
碑
》
の
臨
書
が
三
点
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
篆
／
隷
／
楷
書
作
品
は
、
各
時
代
に
正
式
書
体
と
し
て
用

い
ら
れ
、
石
碑
な
ど
に
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
。
行
／
草
書

作
品
は
、
明
の
周
天
球
や
元
の
趙
孟
頫
な
ど
の
肉
筆
作
品
を
基
に
し
た
法
帖
を

通
し
て
学
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
草
書
に
つ
い
て
は
、
唐
の
孫
過
庭
に

よ
る
《
書
譜
》
を
範
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
本
稿

で
は
、
次
章
以
降
、
伊
立
勲
に
よ
る
孫
過
庭
の
《
書
譜
》
臨
書
作
品
を
中
心
に

考
察
を
行
う
。
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【表１】観峰館収蔵伊立勲作品
（一）臨書作品

資料番号 作品名 制作年（西暦） 月 書体
臨／倣書、集字の対象

作家名《作品名》 時代 制作年（西暦）
① 4A−2451 隷書臨西狭頌四屏 中華民国６年（1917） 11月 隷書 《西狭頌》 後漢 建寧４年（171）
② 4A−0611 楷書臨多宝塔碑軸 中華民国７年（1918） ５月 楷書 顔真卿《多宝塔碑》 唐 天宝11年（752）
③ 4A−4269 篆書臨石鼓文軸 中華民国７年（1918） ５月 篆書 《石鼓文》 戦国 （前５～前４世紀）
④ 4A−4288 草書臨孫過庭書譜軸 中華民国７年（1918） ５月 草書 孫過庭《書譜》 唐 垂拱３年（687）
⑤ 5A−6004 楷書臨九成宮醴泉銘軸 中華民国７年（1918） ５月 楷書 欧陽詢《九成宮醴泉銘》 唐 貞観６年（632）
⑥ 5A−6005 隷書臨礼器碑軸 中華民国７年（1918） ４～６月 隷書 《礼器碑》 後漢 永壽２年（156）
⑦ 4A−3740 隷書臨成陽霊台碑軸 中華民国７年（1918） ７月 隷書 《成陽霊台碑》 後漢 建寧５年（172）
⑧ 4A−0094 隷書臨史晨前碑軸 中華民国９年（1920） １～３月 隷書 《史晨碑》 後漢 建寧２年（169）
⑨ 4A−0604 篆書臨碣石頌軸 中華民国９年（1920） ３月 篆書 《碣石刻石》 秦 始皇32年（前215）
⑩ 4A−2825 草書臨孫過庭書譜軸 中華民国９年（1920） ３月 草書 孫過庭《書譜》 唐 垂拱３年（687）
⑪ 4A−0602 行書臨趙孟頫洛神賦軸 中華民国９年（1920） 10月 行書 趙孟頫《洛神賦》 元 大德４年（1300）？
⑫ 4A−0601 篆書臨碣石頌軸 中華民国９年（1920） 11月 篆書 《碣石刻石》 秦 始皇32年（前215）
⑬ 4A−2450 篆書臨会稽刻石軸 中華民国12年（1923） ２月 篆書 《会稽刻石》 秦 始皇37年（前210）
⑭ 4A−4099 篆書臨泰山刻石軸 中華民国12年（1923） ７月 篆書 《泰山刻石》 秦 始皇28年（前219）
⑮ 4A−3762 篆書臨会稽刻石軸 中華民国12年（1923） 12月 篆書 《会稽刻石》 秦 始皇37年（前210）
⑯ 4A−3741 篆書臨泰山刻石軸 中華民国14年（1925） ４月 篆書 《泰山刻石》 秦 始皇28年（前219）

⑰ 4A−0104 臨書四屏 中華民国14年（1925） ５月

草書 孫過庭《書譜》 唐 垂拱３年（687）
篆書 《会稽刻石》 秦 始皇37年（前210）
隷書 《校官碑》 後漢 光和４年（181）
楷書 顔真卿《多宝塔碑》 唐 天宝11年（752）

⑱ 4A−0603 隷書臨魯峻碑軸 中華民国14年（1925） ５月 隷書 《魯峻碑》 後漢 熹平２年（173）
⑲ 4A−2426 隷書臨校官碑軸 中華民国16年（1927） ２月 隷書 《校官碑》 後漢 光和４年（181）

⑳ 4A−0090 臨書四屏 中華民国16年（1927） ７～９月

隷書 《魯峻碑》 後漢 熹平２年（173）
篆書 《碣石刻石》 秦 始皇32年（前215）
楷書 顔真卿《多宝塔碑》 唐 天宝11年（752）
草書 孫過庭《書譜》 唐 垂拱３年（687）

㉑ 4A−3763 篆書臨会稽刻石軸 中華民国17年（1928） １月 篆書 《会稽刻石》 秦 始皇37年（前210）
㉒ 4A−4100 楷書臨多宝塔碑軸 中華民国23年（1934） ４月 楷書 顔真卿《多宝塔碑》 唐 天宝11年（752）
㉓ 4A−0096 隷書臨北海相景君碑四屏 中華民国23年（1934） ８月 隷書 《北海相景君碑》 後漢 漢安２年（143）
㉔ 4A−0080 隷書臨西嶽華山廟碑四屏 中華民国28年（1939） ８月 隷書 《西嶽華山廟碑》 後漢 延熹８年（165）
㉕ 4A−0612 篆書八言対聯 中華民国29年（1940） ８月 篆書 《碣石刻石》 秦 始皇32年（前215）
㉖ 4A−0100 隷書臨婁寿碑四屏 中華民国30年（1941） ６月 隷書 《婁寿碑》 後漢 熹平３年（174）
㉗ 台扇A−002 草書臨周天球書李白宮中行楽詞扇面 中華民国30年（1941） ６月 草書 周天球（作品不詳） 明 （16世紀後半）
㉘ 4A−0614 篆書八言対聯 中華民国31年（1942） １月 篆書 《会稽刻石》 秦 始皇37年（前210）
㉙ 4A−4097 篆書臨泰山刻石軸 中華民国31年（1942） ２月 篆書 《泰山刻石》 秦 始皇28年（前219）

（二）倣書／集字作品

資料番号 作品名 制作年（西暦） 月 書体
臨／倣書、集字の対象

作家名《作品名》 時代 制作年（西暦）
㉚ 4A−0605 隷書八言対聯 宣統３年（1911） 10～12月 隷書 不詳（集漢碑句） 漢
㉛ 4A−3780 隷書集校官碑対聯 中華民国３年（1914） 隷書 集《校官碑》 後漢 光和４年（181）
㉜ 4A−3776 隷書八言対聯 中華民国11年（1922） 隷書 集《婁寿碑》 後漢 熹平３年（174）
㉝ 4A−0607 篆書集嶧山碑対聯 中華民国17年（1928） 篆書 集《嶧山刻石》 秦 始皇28年（前219）
㉞ 4A−3778 隷書集漢婁寿碑対聯 中華民国19年（1930） 隷書 集《婁寿碑》 後漢 熹平３年（174）
㉟ 4A−3782 篆書集会稽刻石対聯 中華民国25年（1936） 篆書 集《会稽刻石》 秦 始皇37年（前210）
㊱ 4A−2841 篆書集会稽刻石文対聯 中華民国29年（1940） 篆書 集《会稽刻石》 秦 始皇37年（前210）

（三）自運作品
　Ａ　制作年の明らかなもの
　 資料番号 作品名 制作年（西暦） 月 書体
㊲ 4A−4101 行書軸 光緒21年（1895） 行書
㊳ 4A−4098 篆書上林賦軸 中華民国４年（1915） 篆書
㊴ 4A−5001 篆書張茂先勵志詩軸 中華民国11年（1922） 篆書
㊵ 4A−0095 行書趙孟頫詩軸 中華民国13年（1924） 行書
㊶ 4A−0609 篆書七言対聯 中華民国29年（1940） 篆書
㊷ 5A−6003 篆書曹植七啓語軸 中華民国30年（1941） 篆書

　Ｂ　制作年不詳
　 資料番号 作品名 制作年（西暦） 月 書体
㊸ 4A−3764 楷書軸 不詳 楷書
㊹ 4A−4082 篆書班固典引軸 不詳 篆書
㊺ 4A−4268 隷書横披 不詳 篆書

（四）その他
　 資料番号 作品名 制作年（西暦） 月 書体 備考
㊻ 台扇A−001 合作書法扇面 中華民国４年（1915） 行書 伊立勲／黄山寿／呂景端
㊼ 5a−0503 無量寿仏図 中華民国18年（1929） 篆書 画：銭化佛／題：伊立勲
㊽ CE−0004 篆書楹聯 中華民国21年（1932） 篆書
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第
二
節
　
伊
立
勲
に
よ
る
孫
過
庭
の
《
書
譜
》
臨
書
作
品

本
節
で
は
、
観
峰
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
に
よ
る
孫
過
庭
の
《
書
譜
》
臨
書

作
品
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
臨
書
対
象
と
な
っ
て
い
る
《
書
譜
》
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
こ
う
。

《
書
譜
》
は
孫
過
庭
が
著
し
た
書
論
で
あ
る
。
王
羲
之
を
典
型
と
し
て
漢
魏

以
来
の
能
書
家
に
つ
い
て
述
べ
、
書
の
価
値
を
論
じ
、
技
法
／
学
習
法
に
つ
い

て
も
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
孫
過
庭
が
垂
拱
三
年
（
六
八
七
）
に
書
い
た
と
思

わ
れ
る
真
蹟
本
が
著
名
で
、
こ
れ
は
現
在
、
台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
院
が
収
蔵

し
て
い
る
。
多
く
の
刻
本
が
あ
り
、
王
羲
之
《
十
七
帖
》
と
並
ん
で
、
草
書
学

習
の
手
本
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

観
峰
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
の
書
に
お
い
て
《
書
譜
》
を
臨
書
し
た
作
品
は
、

④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
と
⑩
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》、
⑰
《
臨
書

四
屏
》
と
⑳
《
臨
書
四
屏
》
中
の
そ
れ
ぞ
れ
一
点
、
計
四
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

各
作
品
の
図
版
と
資
料
番
号
／
寸
法
／
制
作
年
／
釈
文
／
印
に
つ
い
て
、
以
下

に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》

資
料
番
号
：
４
Ａ
─
４
２
８
８

寸　
　

法
：
一
四
六
・
〇
×
三
六
・
七
㎝

制
作
年
：
中
華
民
国
七
年
（
一
九
一
八
）
五
月

釈　
　

文
：
譬
夫
絳
樹
青
琴
殊
姿
共
艶
随
珠
和
壁
／
異
質
同
妍
何
必
刻
鶴
図
龍

竟
慚
真
体
得
／
魚
獲
兔
猶
恡
筌
蹄　

蕊
初
仁
兄
大
雅
属
臨
書
譜　

戊
午
夏
仲
伊
立
勲
時
客
申
江

印　
　
　

：
１
「
峻
斎
六
十
後
書
」
朱
文
方
印　

二
・
六
×
二
・
六
㎝　

　
　
　
　
　

２
「
伊
立
勲
印
」
白
文
方
印　

三
・
五
×
三
・
五
㎝

　
　
　
　
　

３
「
石
琴
吟
館
」
朱
文
長
方
印　

三
・
八
×
一
・
四
㎝

１　
　
　
　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　
　
　

３

備　
　

考
：

④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
で
は
、
落
款
に
「
蕊
初
仁
兄
大
雅
属　

臨
書

譜
／
戊
午
仲
夏　

伊
立
勲
時
客
申
江
」
と
あ
り
、
本
作
が
中
華
民
国
七
年
（
一

九
一
八
）
に
制
作
さ
れ
、「
蕊
初
仁
兄
」
な
る
人
物
に
贈
ら
れ
た
作
品
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
当
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
の
書
画
四
八
件
中
、
四
件
に
「
蕊

初
仁
兄
」
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
い
た
旨
を
記
す
落
款
が
あ
り
、
③
《
篆
書
臨
石

鼓
文
軸
》
／
④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
／
⑤
《
楷
書
臨
九
成
宮
醴
泉
銘
軸
》

／
⑥
《
隷
書
臨
礼
器
碑
軸
》
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
い
ず
れ
も
中
華
民
国
七
年
（
一

九
一
八
）
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
臨
書
を
四
点
一
組
と
す
る
作

品
と
し
て
、
中
華
民
国
一
四
年
（
一
九
二
五
）
作
の
⑰
《
臨
書
四
屏
》
と
、
中

華
民
国
一
六
年
（
一
九
二
七
）
作
の
⑳
《
臨
書
四
屏
》
が
あ
り
、
臨
書
対
象
と

な
っ
て
い
る
作
品
は
異
な
る
も
の
の
、「
臨
書
四
点
を
一
組
に
す
る
」
と
い
う

形
式
は
共
通
し
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
も
、
本

来
は
③
《
篆
書
臨
石
鼓
文
軸
》
／
④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
／
⑤
《
楷
書

臨
九
成
宮
醴
泉
銘
軸
》
と
組
み
合
わ
せ
て
四
点
一
組
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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⑩
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》

資
料
番
号
：
４
Ａ
─
２
８
２
５

寸　
　

法
：
一
四
二
・
〇
×
三
八
・
八
㎝

制
作
年
：
中
華
民
国
九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月

釈　
　

文
：
篆
尚
婉
而
通
隸
欲
精
而
密
草
貴
流
而
暢
／
章
務
檢
而
便
然
後
凜
之

以
風
神
温
之
以
妍
潤
鼓
／
之
以
枯
勁
和
之
以
閑
雅
故
可
達
其
情
性

　

節
臨
孫
過
庭
書
譜　

庚
申
三
月
伊
立
勲

印　
　
　

：
１
「
立
勲
」
朱
文
方
印　

二
・
三
×
二
・
三
㎝　

　
　
　
　
　

２
「
阿
衡
苗
裔
」
白
文
方
印　

二
・
七
×
二
・
七
㎝

１　
　
　
　
　
　

２

⑰
《
臨
書
四
屏
》
の
内
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》

資
料
番
号
： 

４
Ａ
─
０
１
０
４

寸　
　

法
：
一
五
〇
・
七
×
三
九
・
八
㎝

制
作
年
：
中
華
民
国
一
四
年
（
一
九
二
五
）
五
月

釈　
　

文
：
至
如
鍾
繇
隷
奇
張
芝
草
聖
此
乃
専
精
一
体
以
致
絶
／
倫
伯
英
不
真

而
点
画
狼
藉
元
常
不
草
使
転
縦
横
自
／
茲
己
降
不
能
兼
善
者
有
所

不
逮
非
専
精
也　

乙
丑
夏
五
月
臨
過
庭
書
譜　

漢
邦
仁
兄
先
生
属

峻
斎
伊
立
勲

印　
　
　

：
１
「
汀
州
伊
立
勲
長
寿
印
信
」
白
文
方
印　

二
・
七
×
二
・
七
㎝

　
　
　
　
　

２
「
峻
斎
金
石
文
字
」
朱
文
方
印　

二
・
七
×
二
・
七
㎝　

　
　
　
　
　

３
「
石
琴
吟
館
」
朱
文
長
方
印　

三
・
八
×
一
・
五
㎝

１　
　
　
　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　
　

３

⑳
《
臨
書
四
屏
》
の
内
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》

資
料
番
号
：
４
Ａ
─ 

０
０
９
０

寸　
　

法
：
各
一
三
二
・
〇
×
三
三
・
〇
㎝

制
作
年
：
中
華
民
国
一
六
年
（
一
九
二
七
）
七
～
九
月

釈　
　

文
：
今
古
不
同
妍
質
懸
隔
既
非
所
習
又
亦
略
諸
複
有
龍
蛇
雲
／
露
之
流

龜
鶴
花
英
之
類
乍
圖
真
於
率
爾
或
寫
瑞
于
當
／
年
巧
渉
丹
青
工
虧

翰
墨
異
夫
楷
式
非
所
詳
焉　

丁
卯
九
秋
臨
過
庭
書
譜　

石
琴
伊
立
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勲

印　
　
　

：
１
「
汀
州
伊
立
勲
長
寿
印
信
」
白
文
方
印　

二
・
七
×
二
・
八
㎝

　
　
　
　
　

２
「
峻
斎
金
石
文
字
」
朱
文
方
印　

二
・
七
×
二
・
七
㎝　

　
　
　
　
　

３
「
石
琴
吟
館
」
朱
文
長
方
印　

三
・
七
×
一
・
五
㎝

１　
　
　
　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　
　

３

第
二
章　
《
書
譜
》
真
蹟
本
と
伊
立
勲
に
よ
る
臨
書
の
比
較

本
章
で
は
、
伊
立
勲
の
書
か
ら
、
孫
過
庭
の
《
書
譜
》
を
臨
書
し
た
作
品
で

あ
る
④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
を
取
り
上
げ
る
。
第
一
節
で
④
《
草
書
臨

孫
過
庭
書
譜
軸
》 

に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
の
内
容
を
読
み
解
い
た
上
で
、
第
二

節
で
真
蹟
本
と
の
比
較
分
析
を
行
う
。

第
一
節
　
④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
に
書
か
れ
た
言
葉

ま
ず
、
伊
立
勲
の
臨
書
作
品
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て
確
認
し
て
み

よ
う（

（
（

。
以
下
、
作
品
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
場
合
、
本

稿
で
は
原
文
／
書
き
下
し
／
現
代
語
訳
の
順
に
示
す
こ
と
と
す
る
。

④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
に
は
、
次
の
言
葉
が
三
行
に
わ
た
っ
て
記
さ

れ
て
い
る
。

譬
夫
絳
樹
青
琴
、
殊
姿
共
艶
、
随
珠
和
壁
、
異
質
同
妍
。
何
必
刻
鶴
図
龍
、

竟
慚
真
体
、
得
魚
獲
兔
猶
恡
筌
蹄
。

譬
え
ば
夫
の
絳
樹
／
青
琴
は
、
姿
を
殊
に
す
れ
ど
も
共
に
艶
し
く
、
随
珠

／
和
璧
は
、
質
を
異
に
し
て
同
じ
く
研
な
る
が
ご
と
し
。
何
ぞ
必
ず
し
も
、

鶴
を
刻
し
龍
を
図
し
て
、
竟
に
真
体
に
慙
じ
、
魚
を
得
て
兎
を
獲
て
猶
お

筌
蹄
を
恡
ま
ん
や
。

（
現
代
語
訳
）

た
と
え
ば
絳
樹
／
青
琴
と
い
っ
た
美
女
は
、
姿
は
異
な
っ
て
い
て
も
共
に

美
し
く
、
随
珠
／
和
璧
と
い
っ
た
珍
し
い
宝
は
、
質
は
異
な
っ
て
い
て
も

い
ず
れ
も
美
し
い
。
鶴
を
刻
し
龍
を
描
く
と
き
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
が

実
物
と
異
な
る
と
言
っ
て
、
何
も
恥
じ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
魚
・
兎

を
獲
っ
て
し
ま
え
ば
、
筌
と
蹄
は
不
要
で
あ
る
。

い
く
つ
も
の
「
例
え
話
」
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
こ
の
文
が
ど

の
よ
う
な
意
味
を
示
す
も
の
な
の
か
、
今
ひ
と
つ
分
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
文
を
理
解
す
る
に
は
、《
書
譜
》
に
書
か
れ
て
い
る
前
段
を
見
直
す
必
要

が
あ
る（

（
（

。

次
に
《
書
譜
》
本
文
か
ら
、
④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
で
臨
書
さ
れ
て

い
る
部
分
よ
り
前
の
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

至
若
数
画
並
施
、
其
形
各
異
、
衆
点
斉
列
、
為
体
互
乖
、
一
点
成
一
字
之

規
、
一
字
乃
終
篇
之
準
、
違
而
不
犯
、
和
而
不
同
、
留
不
常
遅
、
遣
不
恒

疾
、
帯
燥
方
潤
、
将
濃
遂
枯
、
泯
規
矩
於
方
円
、
遁
鉤
縄
之
曲
直
、
乍
顯

乍
晦
、
若
行
若
蔵
、
窮
変
態
於
毫
端
、
合
情
調
於
紙
上
、
無
間
心
手
、
忘

懐
楷
則
、
自
可
背
羲
献
而
無
失
、
違
鍾
張
而
尚
工
。

数
画
の
並
び
施
し
て
、
そ
の
形
お
の
お
の
異
な
り
、
衆
点
の
斉
し
く
列
ね
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て
、
為
体
は
互
い
に
乖
き
、
一
点
は
一
字
の
規
を
成
し
、
一
字
は
乃
ち
終

篇
の
準
と
な
り
、
違
い
て
犯
さ
ず
、
和
し
て
同
ぜ
ず
、
留
ま
る
も
常
に
遅

か
ら
ず
、
遣
れ
ど
も
恒
に
は
疾
か
ら
ず
、
燥
を
帯
び
て
方
に
潤
い
、
将
に

濃
な
ら
ん
と
し
て
遂
に
枯
れ
、
規
矩
を
方
円
に
泯
ぼ
し
、
鉤
縄
の
曲
直
を

遁
れ
、
乍
ち
顯
乍
ち
晦
、
も
し
く
は
行
も
し
く
は
蔵
、
変
態
を
毫
端
に
窮

め
、
情
調
を
紙
上
に
合
し
、
心
手
に
間
な
く
、
懐
に
楷
則
を
忘
る
る
が
ご

と
き
に
至
り
て
は
、
お
の
ず
か
ら
背
羲
献
に
背
く
も
失
な
く
、
鍾
張
に
違

う
も
な
お
工
な
る
べ
し
。

（
現
代
語
訳
）

数
多
く
の
点
画
を
配
列
し
て
も
、
そ
の
形
体
は
相
互
に
異
動
が
あ
る
。
一

つ
の
点
画
は
一
字
の
基
準
を
な
し
、
一
字
は
な
お
か
つ
全
紙
の
基
準
と
な

る
。
部
分
的
に
異
な
っ
て
い
て
も
他
の
部
分
を
侵
し
は
せ
ず
、
調
和
し
て

い
る
が
混
ざ
り
あ
わ
ず
、
遅
く
書
い
て
も
遅
筆
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、

速
く
書
い
て
も
い
つ
も
速
筆
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
墨
が
枯
れ

て
き
た
か
と
思
う
と
潤
い
を
持
ち
、
濃
く
な
っ
た
か
と
思
え
ば
枯
れ
て
く

る
こ
と
も
あ
り
、
方
円
の
形
を
作
る
際
に
法
則
を
忘
れ
、
ま
た
曲
直
の
形

を
作
る
際
に
も
法
則
を
脱
す
る
、
姿
を
現
し
た
か
と
思
え
ば
ま
た
隠
れ
て

し
ま
い
、
字
形
の
変
化
の
限
り
を
筆
先
に
窮
め
、
情
調
を
紙
上
に
統
一
し
、

心
の
ま
ま
に
手
が
動
き
、
法
則
性
か
ら
無
心
に
な
る
よ
う
な
境
地
に
達
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
王
羲
之
（
三
〇
三
？
～
三
六
一
？
）
や
王
献
之
（
三
四

四
～
三
八
六
）
の
書
法
に
反
し
て
い
て
も
過
失
は
な
く
、
鍾
繇
（
一
五
一

～
二
三
〇
）
や
張
芝
（
生
卒
年
不
詳
）
の
書
と
異
な
っ
て
い
て
も
巧
妙
な

書
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

《
書
譜
》
に
よ
れ
ば
、
書
の
場
合
、
自
由
に
筆
が
動
く
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、

王
羲
之
／
王
献
之
／
鍾
繇
／
張
芝
と
い
っ
た
名
人
の
書
を
手
本
に
学
ぶ
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
筆
が
自
由
に
動
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
手
本
の
書
法
に
拘
る
必

要
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
前
段
か
ら
の
文
章
を
踏
ま
え
れ
ば
、
④
《
草
書
臨

孫
過
庭
書
譜
軸
》
に
書
か
れ
た
言
葉
は
、「
書
法
学
習
を
行
っ
た
結
果
、
最
終

的
に
手
本
と
似
て
い
な
い
書
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
て
も
良
い
の
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
た
め
の
例
え
の
数
々
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
の
臨
書
作
品
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
前
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
を
知
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
絳
樹
」「
青
琴
」
と
い
っ
た
美
女
／
「
随
珠
」

「
和
璧
」
の
よ
う
な
宝
物
の
故
事
は
、
そ
れ
自
体
過
去
の
文
献
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
落
款
に
「
臨
書
譜
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
本

作
は
《
書
譜
》
と
い
う
書
論
の
文
言
を
書
い
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
伊
立
勲

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
作
品
を
受
容
す
る
人
物
は
《
書

譜
》
と
い
う
書
論
の
内
容
を
あ
る
程
度
は
把
握
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る（

（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
伊
立
勲
に
よ
る
臨
書
《
書
譜
》
作
品
に
も
概
ね
同

様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る（

（1
（

。

本
作
の
受
容
者
で
あ
る
「
蕊
初
仁
兄
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な

い
も
の
の
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
彼
が
《
書
譜
》
の
内
容
を
把
握

し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
出
版
状
況
を
鑑
み

れ
ば
、
書
か
れ
た
言
葉
の
内
容
の
み
な
ら
ず
、
孫
過
庭
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
真

蹟
本
【
図
１
】
の
書
風
に
つ
い
て
も
、
把
握
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

《
書
譜
》
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
詳
述
す
る
こ
と
と
し
、
次
節
で

は
伊
立
勲
の
臨
書
に
ど
の
よ
う
な
造
形
的
特
質
が
あ
る
か
を
、
真
蹟
本
と
の
比

較
を
通
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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異
な
る
部
分
も
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
三
文
字
目
「
同
」
の
二
画
目
で
は
、

真
蹟
本
は
左
上
か
ら
右
下
方
向
へ
と
筆
を
打
ち
込
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
臨
書

で
は
左
下
か
ら
右
上
方
向
へ
と
筆
を
打
ち
込
ん
で
い
る
。

た
だ
し
、
線
質
に
見
ら
れ
る
カ
ス
レ
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
真
蹟
本
に
存

在
せ
ず
、
臨
書
に
の
み
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。「
刻
」
字
に
つ
い
て
、
真
蹟

本
（【
図
１
】
三
行
目
八
字
目
）
と
臨
書
（
④
二
行
目
七
字
目
）
を
比
較
し
て

み
よ
う
【
図
３
】。「
刻
」
の
最
終
画
は
、
真
蹟
本
で
は
長
く
カ
ス
レ
を
伴
っ
て

引
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
側
筆
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
最
終
画
の
右

側
に
筆
の
腹
を
こ
す
っ
た
よ

う
な
カ
ス
レ
が
生
じ
て
い
る
。

対
し
て
臨
書
の
最
終
画
は
、

真
蹟
本
ほ
ど
長
く
は
引
か
れ

て
い
な
い
。
ま
た
カ
ス
レ
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
書
き
終
わ

る
末
端
部
分
に
わ
ず
か
に
見

ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

真
蹟
本
か
ら
、「
刻
」
が

書
か
れ
て
い
る
部
分
を
中
心

に
俯
瞰
的
に
見
て
み
よ
う
。

「
刻
」
の
次
に
は
、
墨
の
入
っ

た
太
め
の
線
で
書
か
れ
て
い

る
「
鶴
図
」
二
字
が
続
い
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
刻
」

字
は
、
真
蹟
本
を
書
い
て
い

る
時
に
墨
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
文
字
だ
っ
た
こ
と
が
想

第
二
節
　
伊
立
勲
の
書
に
お
け
る
造
形
的
特
質

真
蹟
本
で
は
、
臨
書
作
品
の
該
当
部
分
は
四
行
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

連
綿
し
て
い
る
文
字
は
な
く
、
す
べ
て
単
体
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、「
異

質
同
妍
」
の
四
文
字
に
つ
い
て
真
蹟
本
（【
図
１
】
三
行
目
二
～
五
字
目
）
と

臨
書
（
④
二
行
目
一
～
四
字
目
）
を
比
較
し
て
み
よ
う
【
図
２
】。

ま
ず
、
紙
面
に
お
け
る
文
字
の
配
置
構
成
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
真
蹟
本

の
各
文
字
は
垂
直
線
上
に
並
ん
で
お
ら
ず
、
右
へ
左
へ
と
ず
れ
な
が
ら
配
置
さ

れ
て
い
る
。
対
し
て
伊
立
勲
の
臨
書
で
は
、
各
文
字
は
垂
直
線
上
に
ま
っ
す
ぐ

並
ん
で
お
り
、
真
蹟
本
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

次
に
字
形
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。「
異
」
で
は
、
真
蹟
本
は
文
字
の
上
部

に
比
べ
て
下
部
が
右
へ
と
ず
れ
て
い
る
が
、
臨
書
で
は
文
字
の
上
部
と
下
部
が

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
立
勲
の
臨
書
で
は
、
文
字
の

配
置
／
形
は
、
安
定
感
の
強
い
も
の
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
線
質
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
真
蹟
本
で
は
カ
ス
レ
が
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、
臨
書
で
は
「
異
」
の
横
画
や
「
質
」
の
左
ハ
ラ
イ
に
カ
ス
レ
が
見
ら

れ
る
。
線
質
に
つ
い
て
は
、
カ
ス
レ
を
伴
う
伊
立
勲
の
臨
書
に
強
い
躍
動
感
が

見
ら
れ
、
真
蹟
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
筆
の
動
か
し
方
そ
の
も
の
が

【図２】「異質同妍」比較
左：真蹟本　右：臨書

【図３】「刻」比較
左：真蹟本　右：臨書

【図１】孫過庭《書譜》部分
唐時代　垂拱３年（687）

台北・国立故宮博物院
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像
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
紙
面
を
俯
瞰
的
に
眺
め
る
時
、
真
蹟
本
に
は
数
文

字
を
書
き
つ
け
て
い
く
中
で
自
然
な
墨
量
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

対
し
て
臨
書
で
は
、
三
行
に
書
か
れ
た
文
字
の
ほ
と
ん
ど
に
等
し
く
カ
ス
レ

が
生
じ
て
い
る
。
一
文
字
の
中
で
墨
量
の
変
化
が
生
じ
、
筆
を
運
ぶ
速
度
の
差

に
よ
っ
て
カ
ス
レ
が
生
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
文
字
の
中
で
完
結
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
《
書
譜
》
真
蹟
本
と
は
全
く
異
な
る
カ
ス
レ
の
生
じ
方
が

見
て
と
れ
る
。

こ
れ
ら
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
真
蹟

本
は
文
字
の
配
置
や
形
に
ず
れ
が
多
く
、
数
文
字
を
書
き
つ
け
て
い
く
中
で
自

然
な
墨
量
の
変
化
が
生
じ
る
線
質
で
あ
る
。
こ
れ
は
速
書
の
た
め
に
生
じ
た
書

体
で
あ
る
草
書
の
肉
筆
ら
し
い
躍
動
感
の
あ
る
紙
面
構
成
／
字
形
／
線
質
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
対
し
て
伊
立
勲
の
臨
書
で
は
、
文
字
の
配
置
や
形
に
ず
れ
が

少
な
く
、
各
文
字
に
同
程
度
の
カ
ス
レ
を
伴
う
線
質
と
な
っ
て
い
る
。
墨
量
の

変
化
は
、
一
文
字
を
書
き
き
る
ま
で
の
過
程
で
生
じ
る
も
の
で
、
複
数
の
文
字

に
わ
た
る
も
の
で
は
な
い
。
結
果
、
ど
の
文
字
を
見
て
も
、
同
様
の
線
質
が
見

て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
伊
立
勲
の
臨
書
は
、
文
字
が
ど
れ
も
同
様
の
線
質
で
、

か
つ
安
定
し
た
字
形
と
文
字
の
配
置
構
成
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ま
る
で
石
碑
に

刻
さ
れ
て
い
る
楷
書
の
よ
う
な
強
烈
な
安
定
感
を
持
つ
書
風
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
こ
の
よ
う
な
真
蹟
本
と
の
差
異
は
、
伊
立
勲
に
よ
る
他
の
《
書
譜
》
臨
書

に
も
同
様
に
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
真
蹟
本
と
伊
立
勲
の
臨
書
に
は
、
造
形
的
に
大
き
な
差
異
が

見
ら
れ
る
。
伊
立
勲
が
ど
の
よ
う
な
《
書
譜
》
を
参
照
し
た
か
は
不
明
で
あ
る

た
め
、
次
節
で
は
、
中
華
民
国
初
期
に
流
通
し
て
い
た
《
書
譜
》
の
諸
本
を
確

認
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
伊
立
勲
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な

臨
書
を
行
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

第
三
章　

中
華
民
国
期
に
出
版
さ
れ
た
《
書
譜
》
諸
本
と
の
比
較

《
書
譜
》
は
理
論
書
と
し
て
、
ま
た
草
書
学
習
の
際
に
用
い
ら
れ
る
手
本
と
し
て
、

唐
時
代
以
降
、
多
く
版
を
重
ね
て
き
た
。
本
章
で
は
、
中
華
民
国
に
流
通
し
て

い
た
《
書
譜
》
の
複
製
を
取
り
上
げ
、
伊
立
勲
に
よ
る
臨
書
《
書
譜
》
と
比
較

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
伊
立
勲
の
臨
書
に
見
ら
れ
た
造
形
的
特
質
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
た
い
。
第
一
節
で
拓
本
《
書
譜
》
を
、
第
二
節
で
写
真
印
刷
に
よ
る
《
書

譜
》
の
複
製
を
取
り
上
げ
、
真
蹟
本
の
書
風
を
窺
え
る
資
料
が
当
時
す
で
に
流

通
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
第
三
節
で
、
再
び
伊

立
勲
の
臨
書
作
品
に
立
ち
返
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
造
形
的
特
質
に
つ
い
て
考

察
を
試
み
る
。

第
一
節
　
拓
本
《
書
譜
》

《
書
譜
》
の
拓
本
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
宋
の
薛

紹
彭
（
生
卒
年
不
詳
）
が
刻
し
た
薛
氏
本
や
、
明
の
顧
従
義
（
一
五
二
三
～
八
八
）

が
収
蔵
し
て
い
た
顧
氏
本
、
文
徴
明
（
一
四
七
〇
～
一
五
五
九
）
／
文
嘉
（
一

五
〇
一
～
八
三
）
父
子
が
刻
し
た
『
停
雲
館
法
帖
』
に
刻
入
さ
れ
た
停
雲
館
帖

本
、
清
時
代
後
期
の
大
収
蔵
家
で
あ
っ
た
安
麓
村
（
一
六
八
三
～
一
七
四
五
？
）

の
作
っ
た
安
麓
村
本
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る（

（1
（

。

本
稿
で
は
、
観
峰
館
が
収
蔵
す
る
安
麓
村
本
《
書
譜
》【
図
４
】
を
取
り
上

げ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
安
麓
村
本
《
書
譜
》
は
、
多
く
存
在
す
る
拓
本
《
書

譜
》
の
中
で
も
、
真
跡
本
を
元
に
し
て
極
め
て
精
密
に
作
ら
れ
た
も
の
と
評
価

さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、《
書
譜
》
の
安
麓
村
本
と
真
蹟
本
を
比
較
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
肉
筆
が
拓
本
に
な
っ
た
と
き
に
生
じ
る
変
化
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。

冒
頭
部
分
を
比
較
し
て
み
る
と
、
安
麓
村
が
収
蔵
し
て
い
た
真
蹟
本
《
書
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た
だ
し
、
精
密
に
作
ら
れ
た
拓
本
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
真
蹟
本
の
姿
を

正
確
に
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
冒
頭
部

分
の
「
書
」
を
再
び
見
て
み
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
拓
本
で
は
、
真

蹟
本
に
お
け
る
紙
の
「
欠
け
」
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
真
蹟

本
に
虫
食
い
穴
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
拓
本
だ
け
を
見
た
場
合
、
こ
れ

が
本
来
つ
な
が
っ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
「
虫
食
い
」
と
い
う
不
慮
の
事
故
に
よ
っ

て
生
じ
た
「
欠
け
」
な
の
か
、
筆
者
で
あ
る
孫
過
庭
が
あ
え
て
筆
を
離
し
た
の

か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
拓
本
を
通
し
て
書
を
学
ぶ
場
合
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
臨
書
を
行
う
書
家
は
、
拓

本
を
見
つ
つ
、
そ
の
元
に
な
っ
た
真
蹟
本
の
姿
を
絶
え
ず
想
像
す
る
必
要
が
あ

る
と
言
え
る
。

次
に
、「
異
質
同
妍
」
の
四
字
に
つ
い
て
、
真
蹟
本
／
臨
書
／
拓
本
を
比
較

し
て
み
よ
う
【
図
６
】。
文
字
の
配
置
と
字
形
に
つ
い
て
は
、
真
蹟
本
と
臨
書

に
見
ら
れ
た
差
異
が
、
拓
本
に
も
同
様
に
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
細
部
に
つ
い

て
は
、
ど
れ
ほ
ど
精
密
に
作
ら
れ
た
拓
本
で
あ
っ
て
も
、
真
蹟
本
の
姿
を
改
変

十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
線
質
に
つ
い
て
は
、
肉
筆
が
持
っ
て
い
る
墨
線
の
潤
渇
／
濃
淡
な
ど
を

完
全
に
再
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
安
麓
村
本
は
か
な
り
精
密
に
真
蹟
本

の
線
質
を
再
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
刻
」
字
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し

て
み
よ
う
【
図
７
】。
真
蹟
本
の
最
終
画
に
あ
る
カ
ス
レ
を
、
安
麓
村
本
で
は

再
現
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
真
蹟
本
の
線
質
を
拓
本
で
再
現
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
安
麓
村
本
の
よ
う
な
精
密
に
作
ら
れ
た
拓
本
を
通
し
て
、

真
蹟
本
の
線
質
を
想
起
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
少
な
く
と

も
、
点
画
の
長
さ
や
、
カ
ス
レ
が
ど
の
部
分
に
生
じ
て
い
る
の
か
は
、
拓
本
を

す
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な

い
。
こ
の
こ
と
を
、「
異
質

同
妍
」
の
三
文
字
目
「
同
」

を
例
に
見
て
み
よ
う
。
拓
本

の
「
同
」
二
画
目
を
見
る
と
、

真
蹟
本
の
起
筆
に
は
、
筆
を

打
ち
込
ん
だ
部
分
に
極
め
て

細
い
線
が
表
れ
て
い
る
が
、

拓
本
で
は
こ
こ
ま
で
細
い
線

を
再
現
で
き
て
は
い
な
い
。

こ
の
た
め
拓
本
で
は
、
真
蹟

本
ほ
ど
筆
を
打
ち
込
ん
だ
角

度
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
も

し
伊
立
勲
が
拓
本
の
み
を
見

て
臨
書
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、

臨
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
起

筆
の
改
変
が
生
じ
る
こ
と
も

【図５】「書譜巻上」比較
左：真蹟本　右：安麓村本

【図６】「異質同妍」比較
左：真蹟本　中：安麓村本　右：臨書

【図４】孫過庭《書譜》安麓村本
清時代刻　観峰館（帖―単―006）

譜
》
を
、
か
な
り
緻
密
に
再

現
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

【
図
５
】。
例
え
ば
一
字
目
の

「
書
」
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

真
蹟
本
は
、
二
画
目
に
あ
た

る
横
画
の
転
折
部
分
に
虫
食

い
が
あ
り
、
墨
線
に
欠
損
が

見
ら
れ
る
。
拓
本
で
も
、
こ

の
部
分
を
再
現
し
て
い
る
た

め
、
転
折
部
分
が
欠
け
て
い

る
。
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四
年
（
一
九
一
五
）
に
出
版
し
た
『
初
拓　

書
譜
』【
図
８
】
を
見
て
み
よ
う
。

背
景
が
黒
く
文
字
が
白
い
こ
と
か
ら
、
一
見
す
る
と
拓
本
の
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
拓
本
を
撮
影
し
た
原
板
を
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
頭
「
書
」
字
の

真
蹟
本
に
見
ら
れ
た
虫
食
い
に
よ
る
欠
損
は
、
拓
本
で
も
再
現
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
印
刷
に
お
い
て
も
再
現
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
真
蹟
本
の
写
真
印
刷
本
も
、
中
華
民
国
期
に
は
出
版
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
『
清
宮
蔵　

唐
孫
過
庭
書
譜
序
墨
跡
』【
図
９
】
を
見
て
み
よ

う
。
白
黒
印
刷
で
は
あ
る
が
、
拓
本
よ
り
も
真
蹟
本
の
線
質
を
伝
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
写
真
で
あ
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
手
本
と
し
て
学
び

や
す
い
複
製
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
冒
頭
部
分
の
「
書
」
字
を
比
較
し
て
み

よ
う
【
図
10
】。
真
蹟
本
に
あ
る
虫
食
い
に
よ
る
欠
損
と
、「
書
」
に
重
な
る
印

影
が
と
も
に
白
黒
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
た
め
、
墨
線
が
判
然
と
し
な
い
。「
書
」

字
に
限
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
字
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
の
か
を
知
り
た

【図８】『初拓書譜』上海有正書局
中華民国４年（1915）観峰館（影―上有―005）

【図９】『清宮蔵　唐孫過庭書譜序墨跡』
上海有正書局　中華民国　観峰館（影―上有―001a）

い
場
合
、
む
し
ろ
拓
本
の
方
が
教
材
と
し
て
学
び
や
す
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
伊
立
勲
在
世
時
、《
書
譜
》
に
関
し
て
は
テ
キ
ス
ト
の
内

容
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
書
風
を
窺
え
る
資
料
が
大
量
に
流
通
し
て
い
た
こ
と

を
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、《
書
譜
》
が
ど
の
よ
う
な
書
風
の
作
品
で
あ
る
の

【図７】「刻」比較
左：真蹟本　中：安麓村本　右：臨書

見
る
の
み
で
も
十
分
に
理
解
で
き
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
伊
立
勲
在
世
時
に
流
通

し
て
い
た
《
書
譜
》
は
、
拓
本
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
次
節
で
は
、
異
な
る
複
製
方
法
に

よ
る
《
書
譜
》
の
諸
本
を
見
て
み
よ
う
。

第
二
節
　
写
真
印
刷
に
よ
る
《
書
譜
》

中
華
民
国
期
に
は
、
す
で
に
写
真
印
刷
に

よ
る
《
書
譜
》
の
複
製
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。

観
峰
館
の
収
蔵
資
料
に
は
、
こ
れ
ら
の
印
刷

本
《
書
譜
》
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
当
時

の
出
版
状
況
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
上
海
有
正
書
局
が
中
華
民
国

【図10】「書」比較
左：真蹟本　中：安麓村本　右：臨書



34

か
は
、
真
蹟
本
そ
の
も
の
を
見
る
機
会
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
か
な
り
多
く

の
資
料
か
ら
推
察
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
売
字
を
生

業
に
し
て
い
た
伊
立
勲
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
て
い
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
伊
立
勲

は
先
に
分
析
し
た
よ
う
な
書
風
の
臨
書
を
意
図
的
に
行
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

第
三
節
　
伊
立
勲
に
よ
る
「
楷
書
化
さ
れ
た
草
書
」

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
再
び
伊
立
勲
の
作
品
④
《
草
書
臨
孫
過
庭

書
譜
軸
》
に
立
ち
返
ろ
う
。
彼
の
臨
書
作
品
が
、
極
め
て
真
蹟
本
と
異
な
る
造

形
感
覚
に
基
づ
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
《
書
譜
》
の
書
風

を
再
現
す
る
こ
と
が
も
と
よ
り
目
的
で
は
な
い
と
言
え
る
。

こ
こ
で
、
彼
の
残
し
た
作
品
か
ら
、
他
の
臨
書
作
品
を
見
て
み
よ
う
。
一

例
と
し
て
、
④
と
同
年
に
制
作
さ
れ
た
⑤
《
楷
書
臨
九
成
宮
醴
泉
銘
軸
》【
図

11
】
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
初
唐
の
三
大
家
に
数
え
ら
れ
る
欧
陽
詢
の
代

表
作
《
九
成
宮
醴
泉
銘
》
を
臨
書
し
た
作
品
で
あ
る
。《
九
成
宮
醴
泉
銘
》
は

唐
時
代
に
制
作
さ
れ
た
楷
書
碑
の
名
品
で
あ
り
、
現
在
で
も
楷
書
学
習
の
際
に

手
本
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

伊
立
勲
の
臨
書
作
品
で
は
、
一
～
二
行
は
一
二
字
、
三
行
目
は
四
字
の
計
二

八
字
が
三
行
に
渡
っ
て
臨
書
さ
れ
て
い
る
。
直
線
的
で
鋭
利
な
線
質
と
安
定
感

の
強
い
字
形
は
、
石
碑
に
刻
さ
れ
た
《
九
成
宮
醴
泉
銘
》
の
文
字
を
彷
彿
と
さ

せ
る
。
こ
の
点
で
、
手
本
に
忠
実
な
臨
書
作
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

だ
が
一
方
で
、
よ
く
見
る
と
、
線
に
は
肉
筆
独
特
の
カ
ス
レ
が
生
じ
て
い
る
。

例
え
ば
一
行
目
二
字
目
「
天
」
の
三
画
目
や
、
二
行
目
四
字
目
「
形
」
の
五
～

七
画
目
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ス
レ
は
左
ハ
ラ
イ
の
み
で
は
な
く
、
一
行
目

二
字
目
「
之
」
二
画
目
に
も
生
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
点
画
の
末
端
部
分
に
表
れ
る
カ
ス
レ
は
、
楷
書
作
品
に
限
ら
な
い
。

次
に
㉓
《
隷
書
臨
北
海
相
景
君
碑
四
屏
》【
図
12
】
を
見
て
み
よ
う
。《
北
海
相

景
君
碑
》
は
後
漢
時
代
に
制
作
さ
れ
た
隷
書
碑
で
、
景
君
（
生
卒
年
不
詳
）
の

功
績
を
讃
え
た
も
の
で
あ
る
。
漢
時
代
の
隷
書
と
言
え
ば
、
波
磔
を
有
し
、
字

形
が
扁
平
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、《
北
海
相
景
君
碑
》

【図11】⑤伊立勲
《楷書臨九成宮醴泉銘軸》

中華民国７年（1918）　観峰館

【図12】㉓伊立勲《隷書臨北海相景君碑四屏》
中華民国23年（1934）　観峰館
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は
や
や
縦
長
の
字
形
で
あ
る
。
伊
立
勲
の
臨
書
作
品
で
も
、
こ
の
よ
う
な
字
形

を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

線
質
に
着
目
す
る
と
、
二
幅
目
二
行
目
五
字
目
「
強
」
三
画
目
の
よ
う
に
、

本
作
も
⑤
《
楷
書
臨
九
成
宮
醴
泉
銘
軸
》
同
様
、
点
画
の
末
端
部
分
に
カ
ス
レ

が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
碑
に
は
生
じ
て
い
な
い
カ
ス
レ
が
臨
書
作

品
に
生
じ
て
く
る
の
は
、
篆
書
体
で
書
か
れ
た
作
品
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば

⑭
《
篆
書
臨
泰
山
刻
石
軸
》【
図
13
】
で
も
同
様
に
、
線
の
末
端
部
分
に
カ
ス

レ
が
生
じ
て
い
る
。

楷
／
隷
／
篆
書
の
作
品
で
あ
れ
ば
、
各
文
字
を
独
立
さ
せ
書
き
進
め
て
い
く

た
め
、
こ
の
よ
う
に
線
の
末
端
部
分
だ
け
に
カ
ス
レ
が
生
じ
る
線
質
に
な
る
こ

と
や
、
紙
面
全
体
を
眺
め
た
時
、
各
文
字
が
ほ
ぼ
同
程
度
の
墨
量
で
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
。
だ
が
、
本
稿
で
着
目
し
た
い
の
は
、
前
章
で
分

析
し
た
《
書
譜
》
の
臨
書
作
品
に
も
、
同
様
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

草
書
が
、
も
と
も
と
文
字
を
速
写
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
生
し
て
き
た

書
体
で
あ
る
こ
と
を
思
い
返
す
と
き
、
④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》
が
楷
／

隷
／
篆
書
の
作
品
と
共
通
す
る
書
風
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
が
生
じ
る
。
と
い
う

の
も
、
そ
れ
は
書
体
が
持
っ
て
い
る
本
来
の
性
格
と
ほ
と
ん
ど
真
逆
の
も
の
と

【図13】⑭伊立勲《篆書臨泰山刻石軸》
中華民国12年（1923）　観峰館

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
《
書
譜
》
本
文
を
参
照
し
て
み
よ
う
。

孫
過
庭
は
楷
書
と
草
書
の
違
い
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

真
以
点
画
為
形
質
、
使
転
為
情
性
。
草
以
点
画
為
情
性
、
使
転
為
形
質
。

草
乖
使
転
、
不
能
成
字
。
真
虧
点
画
、
猶
可
記
文
。

真
は
点
画
を
以
て
形
質
と
な
し
、
使
転
を
情
性
と
な
す
。
草
は
点
画
を
以

て
情
性
と
な
し
、
使
転
を
形
質
と
な
す
。
草
は
使
転
に
乖
け
ば
字
を
成
す

能
わ
ず
。
真
は
点
画
を
虧
く
と
も
猶
お
文
を
記
す
べ
し
。

（
現
代
語
訳
）

楷
書
は
一
点
一
画
を
形
の
本
質
と
し
、
運
筆
の
リ
ズ
ム
を
感
情
の
表
現
と

す
る
。
草
書
は
一
点
一
画
に
よ
っ
て
感
情
の
表
現
と
し
、
運
筆
の
リ
ズ
ム

は
形
を
形
成
す
る
こ
と
の
本
質
で
あ
る
。
草
書
は
運
筆
の
リ
ズ
ム
が
な
け

れ
ば
字
の
態
を
な
さ
な
い
が
、
楷
書
は
一
点
一
画
を
欠
い
て
も
一
応
は
文

字
と
し
て
読
む
こ
と
が
出
来
る
。

草
書
が
「
使
転
」
す
な
わ
ち
運
筆
の
リ
ズ
ム
を
本
質
と
す
る
書
体
で
あ
る
と

説
か
れ
て
い
る
。
だ
が
伊
立
勲
に
よ
る
臨
書
《
書
譜
》
は
、
文
字
の
配
置
／
字

形
／
線
質
の
表
現
が
楷
書
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
孫
過
庭
の
語
を
借
り
る

な
ら
ば
、
ま
る
で
一
点
一
画
を
形
の
本
質
と
し
て
い
る
よ
う
な
草
書
体
な
の
で

あ
る
。《
書
譜
》
に
は
ま
た
「
草
貴
流
而
暢
（
草
書
は
の
び
の
び
と
流
動
性
に

富
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
）」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
安
定
感
の
あ
る
文
字

の
配
置
構
成
／
字
形
と
定
型
化
さ
れ
た
線
質
は
、
そ
れ
に
一
致
す
る
も
の
と
は

思
え
な
い
。
先
述
し
た
「
真
以
点
画
為
形
質
」
や
、「
隷
欲
精
而
密
（
隷
書
は

緻
密
に
行
き
届
か
せ
る
こ
と
を
重
ん
じ
る
）」
と
い
う
指
摘
の
方
が
、
伊
立
勲
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に
よ
る
臨
書
《
書
譜
》
の
書
風
に
当
て
は
ま
る
。
い
わ
ば
伊
立
勲
に
よ
る
臨
書
《
書

譜
》
に
見
ら
れ
る
字
の
姿
は
「
楷
書
化
さ
れ
た
草
書
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の

な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伊
立
勲
に
よ
る
臨
書
《
書
譜
》
は
、
手
本
と
し
た
作

品
の
「
言
葉
」
と
「
形
」
に
相
反
す
る
よ
う
な
表
現
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う（

（1
（

。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
観
峰
館
が
収
蔵
し
て
い
る
伊
立
勲
の
書
を
取
り
上
げ
、
特
に

《
書
譜
》
の
臨
書
作
品
を
中
心
に
、
そ
の
造
形
的
特
質
を
考
察
し
て
き
た
。
結
果
、

伊
立
勲
の
臨
書
は
、
紙
面
に
お
け
る
文
字
の
配
置
構
成
／
字
形
の
点
で
真
蹟
本

よ
り
も
安
定
感
を
強
め
、
線
質
の
点
で
墨
量
の
変
化
を
一
字
で
完
結
さ
せ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
楷
書
化
し
た
草
書
」
と
で
も
言
う
べ
き
特
質
を
持
つ
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
当
時
さ
ま
ざ
ま
な
複
製
方
法
に
よ
る
《
書
譜
》
が
流

通
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
伊
立
勲
が
そ
の
よ
う
な
書
風
を
意
図
的
に

選
択
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
伊
立
勲
の
臨
書
に
見
ら
れ
る
表
現
は
、
多
数
の
作
品
を
制
作
し
、

売
字
を
生
業
と
す
る
彼
の
生
き
た
状
況
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
や
書
体
に
依
存
し
な
い
書
風
は
、

作
品
を
大
量
に
生
産
し
販
売
す
る
こ
と
に
適
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

書
体
を
越
え
て
形
式
化
し
た
表
現
は
、
誰
か
ら
見
て
も
分
か
り
や
す
い
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
も
伊
立
勲
の
作
品
が
広
く
流
通
す
る
こ
と
を
助
け
る
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う（

（1
（

。

伊
立
勲
の
書
は
、「
個
別
」
に
見
れ
ば
極
め
て
伝
統
的
な
書
風
で
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
ら
は
非
常
に
画
一
的
で
あ
り
、
伊
秉
綬
の
よ
う
に
時
代
を
画
す
る
よ

う
な
表
現
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
現
存
す
る
伊
立
勲
の
書
を
「
束
」
と
し
て

見
た
と
き
、
彼
が
生
き
た
中
華
民
国
初
期
に
、
書
の
大
量
生
産
が
実
践
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
「
書
の
大
量
生
産
」
と
い
う
観
点
で
当
時
の

状
況
を
見
て
み
る
と
、
同
時
代
に
上
海
で
流
行
し
た
「
鋸
体
」
も
、
そ
の
一
現

象
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。「
鋸
体
」
は
過
剰
な
ま
で
に
筆
を

震
わ
せ
る
線
質
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
、
伝
統
的
な
書
風
と
は
異
な
る
が
、「
画

一
的
な
書
風
を
大
量
に
生
産
す
る
」
と
言
う
点
で
は
伊
立
勲
の
書
と
共
通
す
る

も
の
が
あ
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
な
書
風
の
出
現
は
、
中
国
大
陸
が
欧
米
列
強
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
、

歴
代
王
朝
に
存
在
し
続
け
た
伝
統
が
足
元
か
ら
崩
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
た
近
代

中
国
に
特
有
の
現
象
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
伊
立
勲
が
大
量
生

産
可
能
な
書
風
を
選
択
し
、
実
践
し
続
け
た
の
は
、
清
末
か
ら
中
華
民
国
と
い

う
状
況
を
「
商
品
と
し
て
の
書
」
に
よ
っ
て
生
き
抜
く
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
た
他
の
「
売
字
」
を
生
業
に
す
る
書
家
た
ち
と
も
同

一
の
方
法
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
1
）
伊
立
勲
に
つ
い
て
の
基
礎
情
報
は
趙
禄
祥
主
編
『
中
国
美
術
家
大
辞
典
』
北
京
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
、
三
八
三
頁
、
な
ら
び
に
兪
剣
華
編
『
中
国
美
術
家
人
名
辞
典
』
上

海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
一
八
一
頁
を
参
照
し
た
。
た
だ
し
生
卒
年

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
趙
禄
祥
主
編
『
中
国
美
術
家
大
辞
典
』
で
は
「
約
一
八

五
六
～
一
九
四
一
、
一
作
一
八
五
七
～
一
九
四
〇
」、
兪
剣
華
編
『
中
国
美
術
家
人

名
辞
典
』
で
は
「
？
～
一
九
四
〇
？
」
と
定
ま
ら
な
い
。
ま
た
当
館
収
蔵
品
に
は

落
款
に
「
壬
午
」
と
書
か
れ
た
作
品
が
二
点
あ
り
、
こ
れ
を
信
じ
る
な
ら
ば
中
華

民
国
三
一
年
（
一
九
四
二
）
ま
で
生
存
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、

ひ
と
ま
ず
収
蔵
品
を
す
べ
て
公
開
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
生
卒
年
に
つ
い
て
は
「
一

八
五
六
～
一
九
四
二
？
」
と
表
記
し
て
お
く
。

（
2
）
劉
正
成
氏
に
よ
れ
ば
、
伊
秉
綬
の
隷
書
は
、
篆
書
の
筆
法
や
結
体
に
基
づ
く
新
た

な
表
現
で
あ
り
、
清
時
代
中
後
期
に
様
々
な
篆
／
隷
書
作
品
が
生
ま
れ
る
素
地
を

形
成
す
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
劉
正
成
「
清
代
中
期
書
法
綜
論
―
―

近
古
書
法
的
第
二
個
転
折
点
」『
中
国
書
法
全
集
』
第
七
五
巻
、
栄
宝
斉
出
版
社
、
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二
〇
一
八
年
、
一
五
―
一
六
頁
を
参
照
。

（
3
）
伊
立
勲
の
業
績
に
つ
い
て
は
「
鬻
字
為
生
的
伊
立
勲
」
三
明
市
地
方
志
編
纂
委
員

会
編
『
三
明
歴
史
名
人
』
三
〇
四
―
三
〇
五
頁
を
参
照
し
た
。

（
4
）
伊
立
勲
書
体
篆
隷
行
草
皆
精
、
但
最
為
精
湛
的
還
是
漢
隷
。
他
的
隷
書
継
承
其
祖
遺
風
、

淵
雅
古
朴
、
意
態
従
容
、
于
厳
整
／
簡
浄
中
顕
機
趣
／
活
発
：
着
意
于
形
式
美
感

的
意
趣
中
、
顕
現
筆
意
的
沈
郁
超
抜
、
因
此
、
他
的
書
法
為
許
多
人
喜
愛
而
収
蔵
。

三
明
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
三
〇
四
頁
を
参
照
。

（
5
）
他
に
も
自
身
の
刻
し
た
印
を
ま
と
め
た
も
の
や
、《
石
鼓
文
》《
西
嶽
華
山
廟
碑
》《
多

宝
塔
碑
》
な
ど
の
臨
書
も
出
版
し
て
い
る
。
三
明
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
、
前
掲
書
、

三
〇
五
頁
を
参
照
。

（
6
）
観
峰
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
観
峰
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」https://kam

pokan.com
/database/

で
画
像
／
寸
法
／
目
録
番
号

等
の
基
礎
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。
本
稿
と
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
7
）《
書
譜
》
本
文
に
つ
い
て
は
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
《
書
譜
》

真
跡
本
を
適
宜
参
照
し
た
。
注
釈
／
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
の
書
籍
を

適
宜
参
照
し
た
。
西
林
昭
一
『
中
国
古
典
新
書　

書
譜
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
七

二
年
。
藤
原
喜
一
『
名
碑
法
帖
通
解
叢
書　

孫
過
庭
書
譜
』
清
雅
堂
、
一
九
七
八
年
。

『
故
宮
法
書
選
１　

書
譜　

唐　

孫
過
庭
』
二
玄
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
8
）《
書
譜
》
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
分
類
す
る
か
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
何

傳
馨
氏
は
次
の
七
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
（
一
）
書
家
の
品
評
、（
二
）

書
法
の
審
美
と
功
用
、（
三
）
書
体
の
応
用
と
転
用
、（
四
）
書
譜
撰
写
の
主
旨
と

編
録
の
原
則
、（
五
）
書
法
表
現
と
内
在
す
る
情
感
の
関
係
、（
六
）
書
法
学
習
と

創
作
の
過
程
と
原
則
、（
七
）
篇
末
結
語
で
あ
る
。
④
《
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
》

に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
は
（
六
）
書
法
学
習
と
創
作
の
過
程
と
原
則
の
最
終
部
分

に
あ
た
り
、
前
段
ま
で
の
論
を
踏
ま
え
て
の
例
が
語
ら
れ
る
部
分
に
あ
た
る
。
何

傳
馨
／
下
野
健
児
訳
「
唐
代
書
学
経
典
─
─
孫
過
庭
『
書
譜
』
の
内
容
と
そ
の
思

想
脈
絡
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』 

第
三
九
号
、
醍
醐
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
二
三

―
二
九
頁
を
参
照
。

（
9
）
西
林
昭
一
氏
は
、《
書
譜
》
が
典
故
を
豊
富
に
含
ん
だ
駢
文
体
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、

次
の
よ
う
に
《
書
譜
》
真
蹟
本
の
受
容
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
駢
文
に
典
故
の
多
き
を
み
る
の
は
、
受
容
者
が
、
古
典
に
通
暁
す
る
上
流
士
大
夫
、

ま
た
科
挙
の
難
関
を
突
破
す
る
に
足
る
、
教
養
を
備
え
た
読
書
人
で
あ
る
た
め
に

よ
ろ
う
。
書
譜
も
ま
た
、
こ
う
し
た
限
ら
れ
た
知
識
階
層
を
対
象
と
し
い
た
こ
と

を
思
い
合
わ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
西
林
昭
一
「
孫
過
庭
の
思
考
の
か
た
ち

―
『
書
譜
』
の
典
故
を
通
し
て
―
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
』
第
五
号
、
一
九

七
二
年
、
三
八
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、
宋
代
以
降
多
く
の
釈
文
／
注
釈
が
作
成
さ

れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
伊
立
勲
の
作
品
を
受
容
す
る
「
蕊
初
仁
兄
」
が

本
文
の
意
味
内
容
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
『
三
明
歴

史
名
人
』
に
よ
れ
ば
、
伊
立
勲
自
身
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
て
も
作
品
を
販

売
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
作
が
「
蕊
初
仁
兄
」
の

依
頼
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
言
葉
の
意
味
内
容
を
把
握
し

て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
三
明
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
、
前
掲
書
、

三
〇
五
頁
を
参
照
。

（
10
）
観
峰
館
が
収
蔵
す
る
伊
立
勲
の
臨
書
作
品
に
書
か
れ
た
文
言
に
つ
い
て
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
原
文
／
書
き
下
し
／
現
代
語
訳
を
掲
載
す
る
。

⑩
篆
尚
婉
而
通
、
隷
欲
精
而
密
、
草
貴
流
而
暢
、
章
務
檢
而
便
。
然
後
、
凜
之
以

風
神
温
之
以
妍
潤
、
鼓
之
以
枯
勁
、
和
之
以
閑
雅
。
故
可
達
其
情
性
（
篆
は
婉
に

し
て
通
な
る
こ
と
を
尚
び
、
隷
は
精
に
し
て
密
な
る
こ
と
を
欲
し
、
草
は
流
に
し

て
暢
な
る
こ
と
を
貴
び
、
章
は
檢
に
し
て
便
な
る
こ
と
を
務
む
。
然
る
後
、
凜
な

ら
し
む
る
に
風
神
を
以
て
し
、
温
な
ら
し
む
る
に
妍
潤
を
以
て
し
、
鼓
な
ら
し
む

る
に
枯
勁
を
以
て
し
、
和
な
ら
し
む
る
に
閑
雅
を
以
て
す
。
故
に
そ
の
情
性
を
達

す
べ
し
）。

現
代
語
訳
：
篆
書
は
し
な
や
か
に
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
隷
書
は
緻
密
に
神
経

を
行
き
届
か
せ
る
こ
と
を
重
ん
じ
、
草
書
は
の
び
の
び
と
し
た
流
動
感
を
大
切
に
し
、

章
草
は
引
き
締
ま
っ
た
簡
便
さ
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
厳
し
さ
を
持
た
せ

る
こ
と
は
溌
剌
と
し
た
生
気
に
よ
り
、
温
か
さ
を
持
た
せ
る
こ
と
は
艶
や
か
な
潤

い
に
よ
り
、
躍
動
感
を
持
た
せ
る
に
は
強
い
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
静

謐
さ
を
も
た
せ
る
た
め
に
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
上
品
な
気
分
に
よ
る
。
こ
う
な
れ
ば
、

自
分
の
心
の
本
質
に
達
す
る
。

⑰
至
如
鍾
繇
隷
奇
、
張
芝
草
聖
、
此
乃
専
精
一
体
、
以
致
絶
倫
。
伯
英
不
真
、
而

点
画
狼
藉
。
元
常
不
草
、
使
転
縦
横
。
自
茲
己
降
、
不
能
兼
善
者
、
有
所
不
逮

非
専
精
也
（
鍾
繇
の
隷
に
奇
に
、
張
芝
の
草
に
聖
な
る
が
如
き
に
至
り
て
は
、
こ
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れ
乃
ち
精
を
一
体
に
専
ら
に
し
て
、
以
て
絶
倫
を
致
せ
る
な
り
。
伯
英
は
真
な
ら

ざ
る
に
、
而
も
点
画
は
狼
藉
た
り
。
元
常
は
草
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
使
転
は
縦
横
た

り
。
茲
れ
よ
り
己
降
、
兼
ね
て
善
く
す
る
能
わ
ざ
る
者
は
、
逮
ば
ざ
る
所
あ
る
に
て
、

精
を
専
ら
に
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
）。

現
代
語
訳
：
鍾
繇
の
楷
書
の
す
ば
ら
し
さ
、
張
芝
の
草
書
の
見
事
さ
は
、
そ
れ
こ

そ
一
体
に
心
を
こ
め
て
研
鑽
し
、
抜
群
の
境
地
に
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
張
芝
は

草
書
の
名
人
で
は
あ
る
が
、
そ
の
点
画
に
は
楷
書
の
よ
う
な
直
線
的
な
も
の
が
随

所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
鍾
繇
は
楷
書
の
名
人
で
あ
る
が
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

運
筆
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
よ
り
後
の
書
家
に
な
る
と
、
彼
ら
の
よ
う

に
書
体
を
兼
ね
合
わ
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
天
分
が
遠
く
及
ば
な
い
の
は
も

と
よ
り
、
ひ
た
む
き
に
研
鑽
す
る
こ
と
も
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑳
今
古
不
同
、
妍
質
懸
隔
。
既
非
所
習
、
又
亦
略
諸
。
複
有
龍
蛇
雲
露
之
流
、
亀

鶴
花
英
之
類
。
乍
図
真
於
率
尓
、
或
写
瑞
于
当
年
。
巧
渉
丹
青
、
工
虧
翰
墨
。
異

夫
楷
式
、
非
所
詳
焉
（
古
今
同
じ
か
ら
ず
、
妍
質
懸
隔
す
。
既
に
習
う
所
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
ま
た
諸
を
略
す
。
ま
た
龍
／
蛇
／
雲
／
露
／
の
流
、
亀
／
鶴
／
花
／
英

の
類
あ
り
。
乍
ち
真
を
率
尓
に
図
し
、
或
は
瑞
を
当
年
に
写
す
。
巧
は
丹
青
に
渉
り
、

工
は
翰
墨
に
虧
く
。
夫
の
楷
式
に
異
な
り
た
れ
ば
、
詳
ら
か
に
す
る
所
に
あ
ら
ず
）。

現
代
語
訳
：
ま
た
龍
書
／
蛇
書
／
雲
書
／
垂
露
篆
、
亀
書
／
鶴
頭
書
／
花
書
／
英

芝
書
な
ど
の
書
法
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
対
象
物
を
さ
っ
と
象
っ
た
り
、
あ
る
い

は
そ
の
年
々
の
瑞
祥
を
描
い
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
技
巧
は
絵
画
に
近
く
、

そ
の
工
夫
は
書
と
し
て
は
欠
け
る
も
の
で
あ
る
。
書
の
規
範
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
も
詳
し
く
は
論
じ
な
い
。

（
11
）《
書
譜
》
の
刻
本
に
つ
い
て
は
、
西
林
、
前
掲
書
、
三
四
―
四
七
頁
を
参
照
。

（
12
）
安
麓
村
本
《
書
譜
》
と
真
蹟
本
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
林
氏
に
よ
っ

て
次
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
①
文
字
の
配
置
が
一
部
修
正
さ
れ
て
い
る
た
め
、

節
筆
が
一
直
線
上
に
な
ら
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
、
②
真
蹟
本
に
存
在
す
る
墨
の

汚
れ
を
削
除
し
て
い
る
こ
と
、
③
一
部
の
字
に
つ
い
て
筆
画
が
修
正
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
西
林
、
前
掲
書
、
四
二
―
四
三
頁
を
参
照
。

（
13
）
た
だ
し
、
杉
村
邦
彦
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、《
書
譜
》
に
お
い
て
は
伝
統
的
な
書

を
学
ん
だ
う
え
で
、
そ
れ
に
拘
泥
せ
ず
新
し
い
表
現
を
生
み
だ
す
こ
と
が
目
指
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
伊
立
勲
に
よ
る
《
書
譜
》
の
臨
書
に
見
ら
れ
る
造
形
的

特
質
も
、
そ
の
時
代
に
即
し
た
新
し
い
表
現
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

本
稿
で
は
、
孫
過
庭
《
書
譜
》
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
書
体
に
関
す
る
言
説
を
確
認
し
、

真
蹟
本
と
伊
立
勲
の
臨
書
と
を
比
較
し
た
結
果
、
少
な
く
と
も
孫
過
庭
が
在
世
時

に
目
指
さ
れ
て
い
た
書
法
と
伊
立
勲
の
書
法
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
杉
村
邦
彦
「
唐
代
の
書
論
」『
史
林
』
第
五
一
巻
第
二
号
、

史
学
研
究
会
、
一
九
六
八
年
、
一
九
五
―
二
三
二
頁
を
参
照
。

（
14
）
前
註
四
を
参
照
。

（
15
） 

例
え
ば
「
鋸
体
」
を
用
い
る
作
家
の
一
人
に
李
瑞
清
（
一
八
六
七
～
一
九
二
〇
）

が
い
る
が
、
彼
も
ま
た
手
本
と
す
る
対
象
の
字
形
を
安
定
感
あ
る
も
の
に
変
更
し

て
臨
書
し
て
お
り
、
伊
立
勲
の
書
と
共
通
す
る
造
形
感
覚
が
認
め
ら
れ
る
。
李
瑞

清
の
書
に
お
け
る
造
形
的
特
質
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
李
瑞
清
の
書
法
―
観
峰
館

所
蔵
作
品
の
分
析
を
通
し
て
―
」『
観
峰
館
紀
要
』
第
一
四
号
、
公
益
財
団
法
人
日

本
習
字
教
育
財
団
観
峰
館
、
二
〇
一
九
年
、
二
一
―
三
九
頁
を
参
照
。

【
図
版
出
典
】

真
蹟
本
《
書
譜
》
は
『
故
宮
法
書
選
１　

書
譜　

唐　

孫
過
庭
』
二
玄
社
、
二
〇
〇
六
年
よ

り
引
用
。
他
は
観
峰
館
所
蔵
画
像
を
使
用
し
、
伊
立
勲
の
作
品
以
外
に
つ
い
て
は
（　

）
内

に
資
料
番
号
を
付
し
た
。


